
愛
知

盗 大學

文
学
會

大
学
院
紋
騨
珊
鷲
梱
博
士

・修
士
論
文
目
録

文

学

部

卒

業

論

文

目

録

文

学

会

賞

授

賞

卒

業

論

文

要

旨

一
九
九
九
年
度





一
九
九
九
年
度
大
学
院
牧
酵
珊
辮
翻
博
士

・
修
士
論
文
目
録

博
士
論
文

文
学
研
究
科

日
本
文
化
専
攻

九
七
D

L

一六
〇
二

院

毅

芥
川
龍
之
介
研
究
-

芥
川
龍
之
介
と
中
国
古
典
文
学
ー

修
士
論
文

文
学
研
究
科

日
本
文
化
専
攻

九
七
M
L
雲
〇
四

高

橋

九
八
M

L
実
9

坪

内

淳

賢

鎌
倉
幕
府
政
治
と
鶴
岡
八
幡
宮
寺
の
組
織

仁

尾
張
の
喫
茶
文
化
形
成
に
関
す
る
研
究

主
に
津
島
市
周
辺
の
事
例
を
中
心
に
i

九
七



九
八

地
域
社
会
シ
ス
テ
ム
専
攻

九
七
M
L
O七
〇
二

金

子

裕

子

九
七
M
L
Ω
蔓
ハ

馬

芸

九
八
M
L
O
七〇
五

平

川

雄

一

欧
米
文
化
専
攻

九
七
M
L
O
八〇
二

塩

田

太

郎

九
八
M
L
O
八9

岩

田

芳

和

九
八
M
L
O
八〇
三

治

部

英

光

現
代
社
会

に
お
け
る
高
齢
者

の
研
究

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
論
の
視
点
か
ら

中
国

の
産
業
化
と
学
校
教
育

の
改
革

三
遠
南
信
地
域
に
お
け
る
県
境
を
越
え
た
地
域
形
成

A

S
h
o
rt
H
is
to
ry

o
f
Illu
s
tr
a
tio
n
in

E
n
g
la
n
d

-

A
G
O
T
A

K
R
IS
T
O
R

((L
E

G
R
A
N
D

C
A
H
IE
R
))

デ

カ

ル
ト

に

お

け

る

人

間

の
複

合

性

に

つ

い

て

の
構
造
を
み
る
ー

中
国
研
究
科

中
国
研
究
専
攻

(文
学
会
関
係
の
み
)

九
六
M

C
O
五
9

九
六
M

C
O
五
〇
二

九
七
M

C
O
五
究

九
七
M

C
O
五
三

九
八
M

C

O
五
〇
八

高 前 西 石 朝

橋 田 村 田 間

め 克 博 卓 礼
ぐ
み 彦 和 生 子

花
と
中
国
文
化

東
北
地
方
近
代
文
學
の
検
討
-

古
丁
を
中
心
と
し
て

宋
初
に
お
け
る
枢
密
院
の
変
遷

『現
代
漢
語
詞
典
』
の
方
言
語
語
彙

中
国
語
に
お
け
る
複
文
分
句
の
連
接
法



一
九
九
九
年
度
文
学
部
卒
業
論
文
目
録

哲

九
六
P
四
〇
9

九
六
P
四
8

二

九
六
P
四
〇
〇
三

九
六
p
四
8

四

九
六
p
四
8

五

九
六
P
四
8
八

九
六
p
四
8
九

九
六
P
四
〇
=

九
六
P
四
〇
三

九
六
P
四
〇
西

九
六
P
四
〇
三

九
六
P
四
〇
一六

九
六
P
四
9

九

九
六
P
四
〇
二
〇 学

科

東
洋
哲
学
専
修

大 丹

門 下

良 佳

一 泰

杉 白 白

浦 石 井

真 恵 由紀

理 美 菜

櫻 小 桐 木

井 島 生 下

詩 経 明 智

子 史 仁 広

今 伊 板 石 飯

城 藤 倉 部 場

宗 正 真 久
美

興 開 明 穂 子

荘
子
の
思
想
に
つ
い
て

白
蓮
教
の
研
究

「赤
眉
の
乱
に
つ
い
て
」

『老
子
』
の
思
想
に
つ
い
て

仏
教
哲
学
中
観
に
お
け
る
空
に
つ

い
て

老
荘
思
想
に
見
る
東
洋
的
人
生
観

『荘
子
』
の
研
究

日
本
人
の
死
生
観

漢
詩
よ
り
み
る
中
国
人
の
友
情
に

つ
い
て

バ
ク
テ
ィ
に
つ
い
て

道
教
に
お
け
る

「氣
」
の
思
想

中
国
古
典
に
み
ら
れ
る

"笑
い
"

に
つ
い
て

秘
密
社
会
に
つ
い
て

古
代
中
国
に
お
け
る
刑
罰
に
つ
い

九
六
P
四
〇
三

九
六
P
四
〇
二
二

九
六
P
四
〇
二
七

九
六
P
四
〇
二
八

九
六
P
四
〇
二
九

九
六
P
四
〇
三
〇

九
六
P
四
Ω
三

九
六
P
四
〇
三
二

九
五
p
四
8

二

九
五
P
四
〇
〇
八

九
四
P
四
〇
兄

九
四
P
四
〇
二
九

九
三
P
四
〇
δ

九
六
P
四
一9

佳
洋
子

幸
太
郎

な
つ
み

西
洋
哲
学
専
修

佳

美

秋

田

佐 三 門

藤 宅 田

雅 大 晃

史 輔 一

西 板 渡 吉 吉 森 毛

郷 倉 辺 田 田 利

英 浩 泰 太

二 章 一 郎

村 平 中

上 下 村

正 奎

洋 弘 孔

て『中
国
出
土
の
書
と
思
想
』

理
想
の
人
間
像

禅
思
想
と
老
荘
思
想
に
つ
い
て
の

考
察

老
荘
思
想
に

つ
い
て

「墨
子
私
意
」

『韓
非
子
』
に
見
ら
れ
る
聖
人
像

柳
宗
元
の
研
究

中
国
で
の
鬼

に
対
す
る
考
え
方

隠
逸
思
想
に

つ
い
て

正
始
玄
学
と
王
弼
易
注
の
形
而
上

学現
代
日
本
と

『論
語
』

北
周
武
帝
と
道
教

『南
総
里
見
八
犬
伝
』
に
見
る
日
本

人
の
儒
教
観

ベ
ル
ク
ソ
ン
に
お
け
る
過
去
の
意

味
に
つ
い
て

九
九
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明

美

純

仁

実

紀

け
い
子

八
千
代

昌

樹

英

樹

千

春

教

二

佑

介

佐
和
子

亜

矢

純

也

フ

ッ
サ
ー

ル
現
象

学

に

お
け

る
生

活

世
界

に

つ
い

て

終

末
論

と

ハ
イ

デ
ガ

ー

サ

ル
ト

ル
に

お
け

る
自

由

と
制

約

に

つ
い
て

ハ
イ
デ

ガ
ー

に

お
け

る
本

来
的

自

己

に

つ
い
て

ス
ピ

ノ
ザ

に
お
け

る
自
由

と

決
定

論へ
ー
ゲ

ル
の

「国
家

論

」
に

つ
い
て

キ

ル
ケ
ゴ

ー

ル
に

お
け

る
「
絶
望

」

の
克
服

に

つ
い
て

デ
カ

ル
ト

に

お
け

る
物

体

の
存
在

証

明

に

つ
い
て

ヴ

イ
ト
ゲ

ン
シ

ュ
タ
イ

ン
に

お
け

る
使

用

と
規
則

に

つ
い
て

メ
ル

ロ
・
ポ

ン
テ

ィ
に

お
け

る

「パ

ロ
ー

ル
」

に

つ
い
て

プ

ラ
ト

ン
と

ア
リ

ス
ト

テ

レ
ス

の

快

楽

論

ソ
ク

ラ
テ

ス

の
善

と
快
楽

に

つ
い

てメ
ル

ロ
ーー
ポ

ン
テ

ィ
に
お
け

る
知

九
六
P
四
三
〇

下

平

九
六
P
四
ご
コ

杉

浦

九
六
P
四
三
二

杉

浦

九
六
P
四
コ
=二

杉

江

九
六
P
四
三
四

杉

山

九
六
P
四
三
五

高

井

九
六
P
四
三
〇

橡

尾

九
六
P
四
三
二

中

川

九
六
P
四
三
四

中

武

九
六
P
E
lul五

中

村

九
六
P
四
=
二六

中

村

九
六
P
四
三
七

長

谷
川

九
六
P
四
三
八

林

歩

亜
紀
子

健

一

康

男

元

章

基

登

梨

沙

貴

博

哲

郎圭

佳

弘

智

也

俊

介

一
〇
〇

覚

の
問
題

に

つ
い
て

プ

ラ
ト

ン
の
初
期

対
話

篇

に
お

け

る
徳

の
統

一
性

に

つ
い
て

の
考
察

『
国
家

』
人

間

の
本

性

と
教
育

の
有

効
性

に

つ
い
て

「
テ

ア
イ
テ

ト

ス
」
編

考
察

サ

ル
ト

ル
に
お
け

る
無

に

つ
い
て

パ

ス
カ

ル
の

「背
後

の
思
想
」

に

つ
い
て

デ
カ

ル
ト

に
お

け
る
心
身

関
係

に

つ
い
て

「
ハ
イ

デ

ガ

ー

に

お
け

る

現
存

在

の
死

の
分
析

に

つ
い
て
」

ハ
イ

デ
ガ

ー

「存

在

と
時
間

」

に

お
け

る
本
来

的
自

己

の
分
析

サ

ル
ト

ル
と
他
者

問
題

に

つ
い
て

ホ

ッ
ブ
ズ

の
社

会
哲

学

に

つ
い
て

の

一
考
察

プ

ラ
ト

ン

『
国
家
』
に
お
け

る

"
三

つ
の
比
喩

"
の
問
題

死

へ
の
不

安

と

ハ
イ
デ
ガ

ー

プ

ラ
ト

ン

「
ゴ

ル
ギ

ア
ス
」
篇

に

お

け

る
政

治
学

的
問
題

に

つ
い
て
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田
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四
三

道

山
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四
四

森

田

九
六
P
四
西
七

雪

下

九
六
P
四
西
九

鷲

九
六
P
四
重

渡

邊

九
六
P
四
蓋
二

内

藤

九
六
P
璽
五
[二

松

井

九
六
P
四
一五
四

滝

澤

九
六
P
四
一五
五

安

藤

九
五
P
四
一Q
几

栗

本

九
五
P
四
=
○

小

林

晶 裕 義

子 子 賢 修 人

優 千 貴 康

子 春 嗣 子

太 篤 か
お

郎 史 り

ソ
ク

ラ
テ

ス
と

ス
ト

ア
哲
学

者

二
i

チ

ェ
に
お

け

る

ニ
ヒ
リ
ズ

ム

に

つ

い
て

ハ
イ

デ
ガ

ー

に
お
け

る
現
存

在

の

本
来

性

に

つ
い
て

ベ

ル
ク

ソ

ン
に
お
け

る
宗
教

の
役

割

に

つ
い
て

ア
リ

ス
ト

テ

レ
ス

「
ニ

コ
マ

コ
ス

倫

理
学

」

に
お

け

る
最

高
善

と
中

庸

に

つ
い
て

ギ

リ

シ

ア
哲

学

に
お

け

る
愛

に

つ

い
て

ニ
ー

チ

ェ
に
お

け

る

「
ニ
ヒ
リ
ズ

ム

の
克

服
」

に

つ
い
て

ベ

ル
グ

ソ

ン
に
お
け

る
自
由

に

つ

い

て

デ

カ

ル
ト

に
お
け

る
夢

と

現
実

の

区
別

に

つ
い

て

ハ
イ
デ

ガ

ー

の
死

に

つ
い
て

ギ

リ

シ

ア
哲

学

に
お

け

る
狂

気

と

理
性

ク

ー

ン
と
ポ

パ
ー

に

お
け

る
科
学

の
進

歩

に

つ
い
て
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六
s
五
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三

九
六
S
五
〇
〇
四

九
六
S
五
8

五

九
六
s
五
8
六

板

倉

宣

夫

稲

田

直

子

牛

山

丈

裕

臼

井

宏

ソ
ク

ラ
テ

ス
初

期

対
話

篇

に
お

け

る
徳

と

は

サ

ル
ト

ル
に
お

け

る
他

者

の
問
題

に

つ
い

て

ポ

リ

ス
社

会

に
お
け

る
プ

ラ
ト

ン

の
政
治
哲

学

の
確

立

ニ
ー

チ

ェ
の
超
人

に

つ
い
て

ハ
イ

デ

ッ
ガ
ー

の

「死

」
に

つ
い
て

子
ど
も
の
社
会
化
課
程
と
犯
罪
の

関
係
を
考
察
す
る

母
親
が
自
分

ら
し
く
あ
る
た
め

に
1

生
き

が
い
探
し

の
旅

の
な
か

で
1

高
校
野
球
に

つ
い
て
の
社
会
学
的

考
察

家
族
に
ま
つ
わ
る
神
話
の
研
究

現
代
社
会
に
お
け
る
教
師
と
生
徒

の
関
係
に
つ
い
て
の
考
察

日
本
に
お
け

る
エ
ス
ニ
ッ
ク

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と
展
開

一
〇

一
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SS
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子 幸
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SS
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杉 神

浦 野
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九
六
S
五
〇
二
二

鈴

木

良

和

九
六
S
五
9
三

高

木

祐

二

九
六
S
五
〇
二
四

田

代

千

香
子

染 染
SS

OO
柔 孟

寺 谷

澤 川

勝 尚

平 美

J
リ
ー
グ
と
ソ
シ
オ
制
度

「世
間
」
か
ら
考
え
る
日
本
社
会
の

人
間
関
係

ス
ト
レ
ス
と
癒
し

「ゆ
た
か
な
社
会
」
の
罪

学
校
教
育
の
社
会
的
機
能
と
人
間

観
に
つ
い
て

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
性

現
代
の
離
婚
問
題
と
中
高
年
期
の

離
婚

消
費
形
態
と
し
て
の
流
行

外
国
人
労
働
者
問
題
か
ら
見
る
日

本
的
集
団
主
義

大
企
業
に
よ
る
利
潤
追
求
と
社
会

的
存
在
性
と
の
関
係
に
つ
い
て

現
代
家
族
に
お
け
る
父
親
の
役
割

「学
級
崩
壊
」
と
教
員
の
資
質
の
あ

り
方
に
つ
い
て
I
l
教
師
教
育
制
度

の
改
正
過
程

を
め
ぐ

っ
て
1

現
代

日
本

の
若
者

に

つ
い

て

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
ブ

レ
イ
ク

ダ
ウ

ン

(情

報
化

社

会

に
お

い
て

体

面

の
必

要
性

と
説

得
効

果

に

つ
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オ
セ

ロ
ー

の
光
と
闇
l

A

S
tu
d
y
o
f
E
n
g
lis
h

D
ia
le
c
ts

in
G
ra
m
m
a
r
a
n
d
P
h
o
n
o
lo
-

堕
ー

ト

ニ

・

モ

リ

ス

ン

の

作

品

研

究

C
u
lt
u
r
e

G
a
p
s

b
e
t
w

e
e
n

E
n
g
-

li
s
h

a
n
d

J
a
p
a
n
e
s
e

K
a
th
e
r
i
n
e

M

a
n
s
fi
e
ld

S
e
n
s
e

o
f

T
im

e

in

S
h
a
k
e
s
p
e
a
r
s
's

S
o
n
n
e
t
s

E
n
g
li
s
h

E
d
u
c
a
t
io
n

T
h
e

V
a
lu
e
o
f
C
o
m
m

u
n
ic
a
tio
n

E
n
g
l
is
h

P
r
a
g
m

a
t
ic
s

T
h
e

R
e
a
s
o
n

T
h
a
t

I
n
d
ir
e
c
t

S
p
e
e
c
h

A
c
ts
A
r
e

N
e
e
d
e
d

V
i
r
g
i
n
ia

W

o
o
lf

T
o

t
h
e

L
i
g
h
t
h
o
§
s
e

に

つ

い

て

D
i
ff
e
r
e
n
c
e
s

b
e
tw

e
e
n

B
r
it
is
h

a
n
d

A
m

e
r
ic
a
n

P
r
o
n
u
n
c
ia
-

t
io
n

ウ

ィ

リ

ア

ム

・
フ

ォ

ー

ク

ナ

ー

の



『乾

燥

の
九

月

』

に

見

ら

れ

る

コ

ミ

ュ

ニ
テ

ィ

ー

と

社

会

規

範

に

つ

い

て

九
五
L
七
=
八

栗

田

昇

『
ロ

ミ

オ

と

ジ

ュ
リ

エ

ッ
ト

』
研

究

九
五
L
七
;
=二

西

●

-K

輔

H
o
w

C
a
n

W

e

Im
p
r
o
v
e

th
e

E
n
g
lis
h
A
b
ility
?

九
四
L
七
111七

竹

内

浩

A

M

id
s
u
m

m

e
r

N
ig
h
t
's

D

r
e
a
rrz
研

究

ド

イ

ツ
語

ド

イ

ツ
文

学

専

修

九 九六 六

LL
七 七

・ ・

安 浅

藤 野

峰 良

 

九
六
L
七
二
〇
三

猪

飼

美

和

子

九
六
L
七
二
〇
四

尾

崎

裕

美

九
六
L
七
二
〇
五

上

恵

美

子

九
六
L
七
二
Ω
ハ

河

原

九
六
L
七
二
〇
七

栗

木

佳

九
六
L
七
二
〇
八

清

水

亜
紀

子 子

リ

ン
ゲ

ル
ナ

ッ

ツ
に

つ
い
て

子

グ

リ
ム
兄
弟

i

そ
の
人
と
作

品
に

つ
い
て
ー

ヴ

イ

ル

ヘ
ル
ム

・
ハ
ウ

フ
と

そ

の

作

品

ゲ

ー
テ

に

つ
い
て

ミ

ヒ

ャ

エ
ル

・
エ

ン
デ

「
は
て
し

な

い
物

語

」

に

つ
い

て

愛

ケ

ス
ト

ナ
ー

の
生
涯

と

そ

の
作

品

に

つ
い
て

子

ヘ
ル

マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

「デ

ミ

ア

ン
」

に

つ

い
て

ヘ
ル

マ
ン

・
ヘ
ッ
セ

『
郷
愁

』

に

.

つ
い
て

九六
L
七
三
〇

鈴

木

智
香
子

染 染
LL
豊 豊

柘 高

植 木

英 良

華 枝

 

九
六
L
七
二
西

寺

田

恵

美

九
六
L
七
三

五

豊

岡

真

由

九
六
L
七
三
六

中

村

裕

子

九
六
L
七
三
七

名

倉

陽

子

九
六
L
七
三
八

服

部

香
奈

美

九
六
L
七
ニ
ニ
〇

三

品

佳

世

九
六
L
七
二
二
三

九
六
L

七
ニ
ニ
四

九
六
L

七
二
二
五

杉 久 渡

本 田 邉

真 麻 優
祐

里 子 子

 

九
五
L
七
三
三

加

藤

明

子

B
re
c
h
t
『
三
文

オ

ペ
ラ
』

に

つ
い

てメ
ー

リ
ケ

の
詩

に

つ
い
て

劇
作

家

ブ

レ

ヒ
ト
と

「
セ
チ

ュ
ア

ン
の
善

人
」

に

つ
い
て

ミ

ヒ
ャ

エ
ル

・
エ
ン
デ
と

モ
モ
に

つ
い
て

シ

ュ
ト

ル

ム

「海

の
彼

方

よ

り

」

に

つ

い
て

ト

ー

マ
ス

・
マ
ン

「
ト

ニ
オ

・
ク

レ
ー
ガ

ー
」

に

つ
い
て

ベ
ー
ト

ー
ヴ

ェ

ン
「第
九

交
響

曲
」

に

つ
い
て

ゲ

ー
テ

と
そ

の
作

品

「
ヘ
ル

マ
ン

と
ド

ロ
テ
ー

ア
」

に

つ
い
て

シ
ャ

ミ

ッ
ソ
ー

の

「影

を
な

く
し

た
男

」

に

つ
い
て

カ

フ
カ

「変

身

」

に

つ
い
て

ヘ
ル

マ
ン
・
ヘ
ッ
セ

"
車
輪

の
下

"

ト
ー

マ
ス

・
マ
ン

『魔

の
山
』

ー

ハ
ン
ス

・
カ

ス
ト

ル
プ

の
魂

の

成
長
ー

H
.
H
E
S
S
E
,
R
O
S
S
H
A
L
D
E

一
二



(湖
畔

の
家
)

を
読

ん

で

九
五
L
七
三
七

坂

本

香

代

フ
ラ

ン

ツ

・
カ

フ
カ

「変
身

」

を

読

ん

で

九
五
L
七
一三
三

辻

俊

輔

「
ド

イ

ツ
中

世

か

ら
近

世

に
お

け

る
刑

吏

に

つ
い
て
」

九
五
L
七
11:i:

今

泉

久
美

子

ゲ

ー

テ

「若

き

ウ

ェ
ル
テ

ル
の
悩

み
」

フ
ラ

ン

ス
語

フ
ラ

ン
ス
文
学

専
修

九
六
L
七
>>10
1

伊

藤

心

平

人

間

性

の
統

御

の
方

法

、

モ

ン

テ
ー

ニ

ュ
と

マ
ル
ク

ス
ーー

ア
ウ

レ

リ

ウ

ス

染

L
七
三
〇
二

伊

藤

久

史

「美
女

と
野

獣

」
に
み

る
ボ

ー

モ
ン

夫

人

の
児

童
文

学

の
意
味

九
六
L
七
三
〇
三

小

田

俊

彦

綴
字

法

か
ら

見
た

フ
ラ

ン
ス

の
言

語
政

策

九
六
L
七
三
〇
四

加
賀
城

可

奈

世

界

の

+h

　I
K
大

会

に

お

け

る

ロ
ー

ラ

ン
ギ

ャ

ロ
ス
の
位
置

に

つ

い
て

九
六
L
七
三
〇
五

加

古

量

子

香
水

の
ネ

ー
ミ

ン
グ

に
見

る
言
語

意
識

調
査

九
六
L
七
三
Ω
ハ

加

藤

安

曇

お
菓

子

の
レ

シ
ピ

に
お
け

る

フ
ラ

ン
ス
語

語
法

研
究

九
六
L
七
三
〇
七

金

原

直

史

異

種

媒

体

間

に

お

け

る

ア

ナ

ロ

九
六
L
七
三
〇
八

栗

本

真
己

子

九
六
L
七
三
〇
九

齋

藤

里

奈

九
六
L
七
三
δ

塚

本

弓

子

九
六
L
七
三
二

月

足

亜
紀

子

九
六
L
七
三
三

殿

林

み
す
ず

九
六
L
七
三
豪

内

藤

雅

美

九
六
L
七
三
西

中

田

俊

子

染 染
LL

豊 一t:冒石 霊

林 野

呂

陽 直

子 子

 

九
六
L
七
三
入

平

瀬

正

美

九
六
L
七
三

〇

前

川

明

子

一
一
ニ

ジ
ー

と
差

異

日

・
仏

に
お
け

る
小
売

業
戦

略

に

つ
い

て

ア
ル

ベ
ー

ル

・
カ

ミ

ュ
の

『
異
邦

人
』

に

つ
い
て

語
彙
論

研
究
i

日
仏

ホ
ロ
ス
コ
ー

プ

の
語
彙
を
中

心
と
し
て

言

葉

遊

び

に

つ

い
て
1

日

・
仏

に
お
け
る
言
葉

と
笑

い
の
関
係
-

植
物

名

称
を

用

い
た

フ
ラ

ン
ス
語

の
表

現

に

つ
い
て

マ
リ

ー

・
ア

ン
ト

ワ
ネ

ッ
ト

と

フ

ラ

ン
ス
革

命

の
女
性

た

ち

に

つ
い

て日

・
米

・
仏

の
映
画

に
お

け
る
動

き

の
比

較
研

究

パ

リ

の
メ
ト

ロ
駅
名
比

較
研
究

『
恐

る

べ
き

子

ど
も

た
ち
』
に
お
け

る
登

場
人
物

研
究

ゴ

ー
チ

ェ
の
舞

踊
評
論

を
通

し

て

ロ

マ
ン
テ

ィ

ッ
ク

・
バ

レ

エ
を
考

察

す

る

日

・
仏

の
若

年

層

に
お
け

る
ダ

イ



九 九　 プ
く

LL

豊 豊

山 丸

田 山

恵

梨
子 真

染 染
LL
豊t
孟 酋

兼 湯

松 前

裕 千

子 里

九 九
五 六
LL
誓 蓼
≡ 冥

澤 猪

田 飼

優 梨

子 恵

 

九
四
L
七
三
八

長

嶋

貴

之

中
国
語
中
国
文
学
専
修

九
六
L
七
四9

朝

妻

静

香

染 染
LL

茜 一C
OO

小 市

澤 瀬

天 裕

平 子

 

九
六
L
七
四
〇
四

九
六
L
七
四
〇
五

九
六
L
七
四
〇
七

北 柏 乙

原 野 部

暁 将 雅

子 史 代

エ
ッ
ト
意

識

の
調

査
研
究

18
世

紀

の
フ
ラ

ン

ス
の
医
療

サ

ガ

ン

の
作

品

『
逃
げ
道

』

に

お

け

る
作
中

人
物

の
性

格

設
定

に

つ

い
て

果
実

か

ら
見

た

フ
ラ

ン
ス
文

化
史

擬
音

語

・
擬
態

語

の
日
仏

比

較
研

究フ
ラ

ン

ス
の

「通

り
」
の
名

称

研
究

シ
モ
ー

ヌ

・
ド

・
ボ

ー
ヴ

ォ

ワ
ー

ル
の
『
お
だ
や

か

な
死
』
に

つ
い
て

ア

レ
ク

サ

ン
ド

ル

・
デ

ュ

マ
の
小

説

『
モ

ン
テ

・
ク

リ

ス
ト
伯
』

に

つ
い

て

中
国
人
の
生
活
文
化
-

養
生
法

を
め
ぐ
っ
て
1

林
語
堂
論

蜀
漢
政
権
-

劉
備
と
諸
葛
亮
の
組

織
-

宋
家
の
三
姉
妹
と
そ
の
時
代

斉
の
桓
公

中
国
に
お
け
る
「時
代
背
景
と
姓

九
六
L
七
四
晃

北

村

な

つ
海

九
六
L
七
四
δ

九
六
L
七
四
=

九
六
L
七
四
三

九
六
L
七
四
三

九
六
L
七
四
西

九
六
L
七
四
一五

九
六
L
七
四
二〇

九
五
L
七
四
〇
一

九
五
L
七
四
〇
四

九
五
L
七
四
〇
五

九
五
L
七
四
Ω
ハ

九
五
L
七
四
二

九
五
L
七
四
西

九
五
L
七
四
エ
ハ

松 原 服 野 成 舘 古

本 藤 部 間 瀬 原 海

亜 健 友 留 賢 幹 麻

美 次 美 美 志 治 與

内 鈴 小 梅 岩 指 石

藤 木 林 村 瀬 宿 倉

由 か 洋 笑 陽 麻 英
お 理

美 る 子 子 子 美 子

 

九
五
L
茜

三

益

城

九
五
L
七
四
二
五

山

元

九
四
L
七
四
三

近

藤

浩 聖 知

二 子 子

名

」I

I
又
化
と
姓
名

の

つ
な
が
り
ー

「意

」

と

「書

」

と

「言

」
l

I
先

秦
時
代

の

一
側
面
ー

老
舎
と
そ
の
作
品

『離
婚
』

笑
話
に
つ
い
て

中
国
の
神
話
と
伝
説

『中
国
の
家
庭
』

『人
虎
伝
』
と

『山
月
記
』

『柳
斎
志
異
』

の
動
物
謂

『柳
斎
志
異
』
と
日
本
文
学
-

芥

川
龍
之
介
を
中
心
と
し
て
ー

酪
駝
祥
子

・
言
語
的
特
徴

柳
斎
志
異
と
狐

唐
代
後
宮
の
装
身
法

中
国
に
お
け
る
花
の
名
前

中
国
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教

小
説
に
み
る
日
中
文
化
比
較
論

文
化
大
革
命
後

の
創
作
者
た
ち

-

傷
痕
文
学
と
劉
心
武
ー

魯
迅

「才
能

・
精
神

・
人
間
」

中
国
文
学
と
中
国
武
術
の
関
連
性

二
二



一
四

『リ
ア
王
』
研
究

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
理
想

の
フ
ー

ル
像

九
六
L
七

一
〇
七

大

嶽

留

美

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
劇

の

い
く

つ
か

に
は
、

喜
劇

・
悲

劇

と

わ
ず

、

道
化

が

登
場

す

る
。
道
化

と

言

え
ば
、

滑
稽

な
言

動

で
人

々

を
楽

し

ま

せ

る
人
、
み

な

の
笑

い
も

の
、
と

い
う
イ

メ
ー

ジ
し

か
な

か

っ
た
。

し

か
し

そ
れ

は
あ

る

一
面

に
す
ぎ

ず
、

も

う

一
つ
の
顔

を
隠

し
持

っ

て

い
た

。

シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
は
、

道
化

の
性

質

を
十

分
理

解

し
、
彼

ら
を
劇

の
中

で
効

果
的

に
使

っ
て

い
る
。

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア
劇

の
中

で
、
最

も
主

人
公

と
深

く

か
か

わ

っ
て

お
り
、
重

要

な
役

割

を
果

た

し
て

い
る

と

い
う
、
『
リ

ア
王
』
の

フ
ー

ル
に
焦

点

を
合

わ

せ
、
そ

の

劇

中

の
役
割

・
性

質

か
ら
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
理

想

の

フ
ー

ル
像

を
明

ら
か

に
し

て

い
き
た

い
と

思

う
。

ま
ず

は
道

化

の
歴
史

を

さ
ぐ

る

こ
と
か

ら
始

め

よ
う
。

道
化

の
起

源

は

ロ
ー

マ
帝

国
時

代

に
あ

っ
た
。

道
化

は
時

代
背

景

を
反

映

し

、

時

代

の
推
移

に
合

わ

せ
、
変

わ

り
続

け
た

。
道
化

は
生

き
残

る
た

め

"
"

s̀
ly

fo
o
l'

と

d̀
ry

fo
o
l'

ー

笑

う

も

の

と

笑

わ

れ

る

も

の
を
演

じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
か

っ
た
。

こ

の
相

反
す

る

も

の
の
融
合

に
よ
り

、
道
化

は
二
面
性

を
持

つ
よ
う

に
な

っ
た

の
だ
。

次

は
リ

ア

の
フ
ー

ル
自

体

に
迫

っ
て

い

こ
う
。

彼

は
浅
薄

な
利

口

さ
、

気

の
き

い
た

即
答

の
才

、
的

を
得

た
批
判

、
宮

廷
道

化

に
必
要

な
才

能

を
身

に

つ
け

て

い
た
。

己

の
愚

か
さ

を
知

っ
て

い
た

し
、
真

実

を
見
極

め
る
力

も
持

っ
て

い
た

。

そ
ん
な
賢

い
道

化

が
な
ぜ

何

も

か

も
失

っ
て
し
ま

っ
た

リ

ア
に

つ
い
て

い

っ
た

の
か
?

そ

れ
は
彼

が
自

分

の
損
得

よ

り
、
人

の
気

持

ち
を
優

先

さ

せ
た
か

ら
だ
。

そ

し

て
も
う

一
つ
、

リ

ア
を
真

実

へ
と
導

い

て
い
く
、

と

い
う
重

要

な
役

割

を
ま

か
さ

れ

て

い
る
か
ら

だ
。

フ
ー

ル
は
リ

ア

の
愚

か
さ

を
風
刺

し
続

け
た

。

リ

ア
を
狂

気

の
世

界

へ
追

い
や

る

こ
と

に
な

っ
て
も
、

風
刺

を

や

め
な
か

っ
た
。

リ

ア
を
信

じ

て
い
た

か
ら

こ
そ
、

そ
う

し

た

の
だ
。

そ
し

て
そ

の
期

待

ど

お
り
、

リ

ア
は
新

た
な
誕

生

を
迎

え

る

こ
と

に
な

る
。

フ
ー

ル
は
そ
れ

を
見

と

ど
け

て
、
自
分

の
役

目

は

終

わ

っ
た
と
ば

か

り

に
消

え

て

い
く
。

こ
れ

が

フ
ー

ル
が
劇

の
途
中

で
消

え

て
し

ま

っ
た
理
由

で
あ

る
。

ま
た
別

の
見
方

を

す

る
と
、
道

化

は
本
来

主
人

公

の
影

の
役
割

も

果
た

す
が

、
リ

ア
自
身

が
阿

呆
と

な

っ
た

以
上
、

フ
ー

ル
は
そ

の
役

目
を
奪

わ

れ
、

用
な

し
と

な
り
退

場

せ
ざ

る
を

え
な

か

っ
た
、

と
も
考

え

ら
れ

る
。

消

え

て
し

ま

っ
た

フ
ー

ル
の
行
方

は
?

と

い
う
と

コ
ー
デ

イ

ー



リ

ア
と

の

一
体
化

説

が
考

え
ら

れ

る
。

彼

ら

は
と
も

に
純
粋

な

心

の

持

ち
主

で
あ
り
、

リ

ア

に
と

っ
て
、

二
人

は
真
実

そ

の
も

の
と

言

え

よ
う
。

リ

ア

の
フ
ー

ル
は
、

シ

ェ
イ

ク

ス
ピ

ア

の
理
想

の

フ
ー

ル
像

そ

の

も

の
で
あ

っ
た
。
真

実

を
見

る
賢

い
愚

者

で
あ

り
、

風
刺

に

よ

っ
て

世

の
中

の
間

違

い
を
正

し

て
ゆ
く

。
鋭

い
風

刺
、
批
判

で
あ

っ
て
も
、

そ

の
言
葉

に
は

あ
た
た

か

さ
が
感

じ

ら
れ

る
。

ま
た

、

フ
ー

ル
は
人

間

の
愚

か

さ

・
弱

さ
を
知

っ
て

い
て
、

そ

ん
な
人

間

に
絶
望

す

る

こ

と
な

く
、
真

実

へ
と
導

い
て

い
こ
う

と
す

る
。
時

に
は
弱

き
者

の
代

弁

者

と
な

り
、

そ

の
結

果
自

分

の
身

が
危
険

に
な

る
と

し

て
も

、

そ

れ
を

や
め
な

い
。

し

か
も
何

の
見

返

り
も
期

待

な
ど

し

て

い
な

い
の

だ
。
人

々

に
真
実

を
伝

え
、
笑

い
と
幸
福

を
も

た
ら

す
、

そ
れ

が
完

成

さ

れ
た
理

想

の

フ
ー

ル
像

だ
。

シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
が

フ
ー

ル
を
通

し

て
言

い
た
か

っ
た

こ
と

は
、

世

の
中

の
不
条

理

な

こ
と

に
対

す

る
批
判

や

、
世

の
中

に
自

分

が
愚

か

で
あ

る
と
自

覚

し

て
な

い
者

た

ち

が

な
ん

と
多

い

こ
と
だ

ろ

う
、

と

い
う
嘆

き

、
そ

し

て
真

実

を
見

い
出

す
た

め

に
な

す

べ
き

こ
と
と

は
?

な
ど

で

は
な

い
だ

ろ
う
か
。

リ

ア
は

フ
ー

ル

の
風
刺

に
よ

っ
て
、
新

し

い
認

識

に
達

す

る
こ
と

が

で
き

た
。
そ

の
人

の
た

め

を
思
う

な

ら
、
例

え

つ
ら

い
言
葉

で
あ

っ

て
も
、
本

当

の
事

を
言

う

べ
き

で
あ

る
。

そ

れ
が

人
間

の
成

長

を
促

す

も

の
と
な

る

の
だ
。

ま
た
私

た

ち

は
人

間

の
愚

か

さ
を
認

め
、

身

に

つ
け

た
虚
飾

を
捨

て
、

あ

り

の
ま
ま

の
姿

を
さ

ら
け
出

す

勇
気

を

持

つ
べ
き

で
あ

る
。

そ

の
よ
う

に
し

て
初

め

て
、
真

実

が
見
え

て
く

る

の
だ
。

道

化

は
真
実

を

見

る
目

を
持

ち
、
真

実

を
語

る
勇

気
と
知

恵

を
持

つ
。
そ

し

て
何

よ

り
暖

か

い
心

を
持

っ
て

い
る
。
フ
ー

ル

の
精
神

は
、

私

た
ち

が
忘

れ
か

け

て

い
る
も

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。
道

化

の
か

た

ち

は
変

わ

ろ
う

と
も

、

そ

の
フ
ー

ル
の
精

神

は
、

い

つ
ま

で
も
生

き
続

け

る

こ
と
を
望

む

。

=

五



一

一
六

擬
音
語

・
擬
態
語
の
日
仏
比
較
研
究

九
六
L
七
三
二
五

兼

松

裕

子

現
在

、
フ
ラ

ン
ス
に
は

た
く

さ
ん

の
日
本

文
化

が
伝

わ

っ
て

い
る
。

中

で
も
日
本

の
ゲ

ー

ム

・
マ
ン
ガ
な

ど

は
、
世

界

で
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル

を
誇

っ
て
お
り

、

フ
ラ

ン
ス
に
限

ら
ず
世

界
中

に
広

が

っ
て

い
る
。

実

際

、

フ
ラ

ン
ス
で
は

日
本

の

ア

ニ
メ
が
た

く
さ

ん
放

送

さ
れ
、

フ

ラ

ン
ス

の
ア

ニ
メ

・
ゲ

ー

ム
雑
誌

に
は
、

(J
A
P
O
N
)

と

い
う

コ
ー

ナ

ー
が
設

け

ら
れ
、

日
本

の
ア

ニ
メ

・
ゲ

ー
ム

の
最
新
情

報

が
数

多

く
紹

介

さ
れ

て

い
る
。

本

屋

に
も

た
く

さ

ん

の
日
本

の

マ
ン
ガ
が

〈
ζ
>
Z
O
>
>

と

い
う

名
前

で
翻

訳

さ
れ

、
売

ら
れ

て
い

る
。

忠
実

に
訳

さ

れ

て

い
る

の
も

あ

れ
ば

、
文
化

の
違

い

で
理
解

し

に
く

い
も

の
は
、
独

自

に

ア

レ

ン

ジ

さ
れ

て
訳

さ
れ

て
い

る
も

の
も
あ

る
。

翻

訳
作

業

の
中

で
重
要

な

位
置

を
占

め

て

い
る

の
が
、

「擬

音

語

・

擬
態

語

」
だ
。

日
本

語

は
他

の
言

語

の
中

で
も
擬

音
語

・
擬

態
語

が

多

い
言
語

で
、

こ
れ

ら
を
状

況

に
よ

っ
て
描

き
分

け
、

そ

の

マ
ン
ガ

に
リ

ア
リ

テ

ィ
を
持

た
せ

る
効
果

が

あ

る
。

こ

の
擬
音

語

・
擬
態

語
、

フ
ラ

ン
ス
語

で
は
ど

の
よ

う

に
使

わ

れ

て

い
る

の
か

、
訳

さ

れ

て

い

る

の
か
を

以
下

の
方
法

で
調

べ
た
。

フ
ラ

ン
ス

の
擬
音

語

・
擬

態
語

に

つ
い
て

の
資

料

が
見

つ
か

ら
な

か

っ
た

の
で
、
独
自

の
デ

ー
タ

を
製
作

し

た
。

こ

の
論
文

で
扱

っ
た

の
は
、
擬
音

語

・擬
態

語

が
多

く
使

わ
れ

て

い
る

ミ

款
ミ

、輪
ミ

母
≧
題

誌

と

D
r
a
g
o
n
B
a
ll
6
二
冊

の
代
表

的

な
日
本

の

マ
ン
ガ
だ
。

こ
れ
ら

の
本

で
同

じ
部
分

に
使

わ

れ

て

い
る
日
本
語
版

、

フ
ラ

ン

ス
語
版

の
各

擬
音

語

・
擬
態

語

を
全

て
抜

き
出

し
、
仏

和
辞
書

、
仏

仏

辞
書

を
用

い
て
そ

の
言
葉

が
辞

書

に
あ

る

の
か
、

ど

の
よ
う

な
状

況
だ

と
説

明
し

て

い
る

の
か
を

調

べ
、
デ

ー
タ

を
製
作

し

た
。

W
h
a
t
's
M

ic
h
a
e
l?
S

1
例

を

示
す

と
、
主

人
公

は
猫

な

の
で
鳴

き
声

が
多

く
入

っ
て

い
る
。
日

本
語
版

の
鳴

き
声

は
多

彩

で
、
鳴

き

方

を
描

き
分

け

る

こ
と

で
、
猫

の
感
情

を
よ

り
リ

ア

ル
に
表

し

て

い

る

が

、

フ

ラ

ン

ス

語

版

の

鳴

き

声

は
'
"
M
IA
A
"
"
M
IA
A
H
"

"
M
IA
O
U
H
"

S
三
語

で
ほ
ぼ

統

一
さ

れ

て

い
た

。

猫

の
鳴

き
声

が
描

か
れ

て
い
た
部

分

は
全
部

で
八
十

七
箇

所
、

一

番

多

く
使

わ
れ

て

い
た

も

の

は
、
..≦

〉
〉
..
の
五
十

七
箇

所

だ

が
、

辞

書

は

..≦

〉
○
⊂
..
の
み

の
表
記

だ

っ
た
。

し
か

し
、
辞
書

に
載

っ

て

い
る

ま
ま

の
言
葉

を
使

っ
て

い

る
部

分

は

な
く

、

近

い
も

の

で



"
M
IA
O
U
H
"

と

い
う
も

の
だ

っ
た
。

子
猫

の
声

は
、
日
本

語
版

で
大

人

は

..Z

..
音

、
子

供

は

..≦

.
音

と
違

い
を

つ
け
、
独

特

の
か
わ

い
ら

し
さ

を
表

し

て

い
る
が
、

フ
ラ

ン

ス
語
版

は
違

い
が
な

く
、
上

に
挙
げ

た

三
語

だ
け

で
表

さ
れ

て
い

た

。
間

の

・.〉
..
の
数

を
増
減

し

て

い
る

よ
う

だ

が
、
特

に
目
立

っ

た
変

化

は
見

ら
れ

な

い
。

猫

が
発
情

期

の
時

に
出

す
独

特

の
声

も
、

日
本

語

版

で

は
甘

く
、

伸

び

の
あ

る
鳴

き
方

を

す

る

こ
と

が
表

さ

れ

て
い
る

が
、

フ
ラ

ン
ス

語
版

で
は
成
猫

も
子

猫

も
、
怒

り

の
声

も
甘

え

の
声

も
同

じ
言
葉

が

使

わ
れ

て

い
た
。

全

体
的

に
見

る
と
、
擬

音
語

・
擬

態
語

の
種

類

の
多

さ

は
日
本

語

が

圧
倒
的

だ
。

日
本

人

は
、
物

音

を
周

り

の
状

況

な

ど

に
よ

っ
て
聞

き
分

け
、
細

か
く
表

現

し

N

y
る
°

W
h
a
t
's

M
ic
h
a
e
l
?

で

い
え

ば
成
猫

、

子
猫

の
鳴

き
方

、
怒

り
、

甘

え

の
声

な

ど
、
絵

が
な
く

て

も
状

況
を

ほ
ぼ

理
解

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

こ
れ

が
日
本

の

マ
ン
ガ

が
発

展
す

る
大

き
な

要
因

に
な

っ
て

い
た

の
は
間
違

い
な

い
。

一
方

、

フ
ラ

ン
ス
語

は
日
本
語

と
比

べ
る

と
擬
音

語

・
擬
態

語

の

種

類

が
少

な

い
。

そ

の
原

因
と

し

て
、
日
本

人

の
よ
う

に
会
話

中

に

擬

音
語

・
擬

態
語

を

入
れ

て
話

す
、

と

い
う

こ
と

を
あ

ま
り

し
な

い

か
ら

で
あ

ろ
う
。

日
本

人

は
、
老

若
男

女

間
わ

ず
会

話

の
中

で
自

分

が
伝

え
た

い
こ
と

を
相

手

に
わ

か
り

や
す

く
す

る
た

め
擬
音

語

・
擬

態

語

を
混
ぜ

て
話

す
、

と

い
う
特

徴

が
あ

る
。

こ
れ

が
日

本
語

の
擬

音

語

・
擬

態

語

が
発
展

し

た

一
つ
の
原

因

と
考

え

て

い
る
。

今

で
は
あ

ま
り
重

要

視

さ
れ

て

い
な

い
為

、

翻
訳

に
限

界

が
あ

る

擬
音

語

・
擬
態

語

だ

が
、

[口
本

の

マ
ン
ガ

が

も

っ
と

フ
ラ

ン

ス
に
入

り
翻

訳

さ
れ

る

こ
と

で
発
達

す

る

で
あ

ろ
う
。

そ

う
す

れ
ば

も

っ
と

身
近

に
感

じ

、
面
白

さ

を

よ
り
多

く

の
世

界

の
人

々

に
味

わ

っ
て
も

ら

え

る
は
ず

だ
。

}
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